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（証券コード：6594）
http://www.nidec.com

決算説明会
2015年3月期

2015年4月23日

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する本プレゼンテ ション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する
見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記
載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関
係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及
び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記
載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義
務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実
際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。このような違
いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素やリスクについては当社の継
続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。

（表紙、右下写真は15年2月2日に買収完了したNIDEC GPM GmbH社のトランスミッションオイルポンプです ）
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連結決算業績

（百万円）
１３年度
（累計）

１４年度
（累計）

前年比
１５年度

通期見込

売上高 875,109 1,028,385 +17.5% 1,150,000

営業利益 84,864 111,218 +31.1% 130,000

営業利益率 9.7% 10.8% - 11.3%

税引前利益 84,460 107,371 +27.1% 126,000

当期純利益 56,272 76,216 +35.4% 90,000

一株利益（円） 206.82 272.32 +31.7% 302.73
※

3

配当金（円） 50.00 70.00 - 80.00

対米ドル為替レート

平均・・・

期末・・・

100.24円

102.92円

109.93円

120.17円

+9.7%

+16.8%

115.00円
（想定レート）

※

※2014年4月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたもの
と仮定して「一株利益」及び「配当金」を算定しております。

通期決算ハイライト

14年度の連結業績は、売上高、営業利益、税前利
益、当期利益の全項目において過去最高を更新。

連結売上高は初の1兆円台へ、連結営業利益は初の連結売上高は初の1兆円台へ、連結営業利益は初の
1千億円台へと共に大台乗せ。

ビジネスポートフォリオ転換の推進役である「車載及び
家電・商業・産業用」の14年度売上高は、「精密小型
モータ」の売上高をついに凌駕。四半期営業利益も
100億円を突破

4

100億円を突破。

CB転換が743億円（約78%）進み、2015年3月末の
株主資本比率は55%。目標「50%超」の1年前倒し達
成で資本・負債構成は大幅に改善。

※

※当初額面（1,000億円）－繰上償還（ﾌﾟｯﾄｵﾌﾟｼｮﾝ行使）額（42．5億円）＝957.5億円を分母として計算しております。
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2015年度業績予想

（百万円） 上期 下期 通期

売上高 550,000 600,000 1,150,000

営業利益 58,000 72,000 130,000

営業利益率 10.5% 12.0% 11.3%

税引前利益 56,000 70,000 126,000

当期利益 40,000 50,000 90,000

一株利益（円） 134.93 167.80 302.73

5

配当金（円） 40.0 40.0 80.0

対米ドル為替レート 115円 115円 115円

対ユーロ為替レート 125円 125円 125円

為替感応度：1円あたり米ドルは売上高67.0億円、営業利益7.8億円、
ユーロは売上高7.8億円、営業利益2.3億円 （全てFY15通期ベース）。

3,000

3,500

300

350売上高（左軸） 営業利益（右軸）

連結売上高・営業利益の四半期別推移
過去最高を

更新中
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1,103

872 919

1,500

営業CF 投資CF フリーCF（億円）

連結キャッシュフローの推移

567

-199

812
-632

106

-236

240368

0

内、M&A投資
+52億円

※

7

-1,339

-812

-1,500

11年度 12年度 13年度 14年度

内、M&A投資
-799億円

内、M&A投資
-234億円

※ ※

※M&A投資 ： 投資活動によるキャッシュフローに含まれる「事業取得による収入（支出）」
2011年度 日本電産セイミツ㈱、2012年度 Nidec Minster Corporation、Nidec ASI S.p.A、Nidec Avtron Automation Corporation、Nidec Kinetek Corporation、
日本電産凱宇汽車電器(江蘇)有限公司、SCD Co., Ltd、2013年度 日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ、日本電産ｴﾚｼｽ、2014年度 Nidec GPM。

内、M&A投資
-273億円

※

設備投資・減価償却費・研究開発費

720
800

設備投資 減価償却費 研究開発費（億円）
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（予想） （予想） （予想）
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120 400
配当金（左軸） 一株利益（右軸）

（円／株） （円）

配当金の推移

構造改革以降の業績上昇トレンドを踏まえ増配を継続

※※

80.0
70.0

207

272

303

60 200
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42.5
50.0

70.0

30

0

12年度 13年度 14年度 15年度

0

（予想）

※2014年4月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。12年度の期首に当該株式分割が
行われたものと仮定して「一株利益」及び「配当金」を算定しております。

新中期戦略目標

Vision2020
新中期戦略目標

Vision2020
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2020年度 新中期戦略目標

新中期戦略目標 利益ある高成長の飽くなき追求

①連結売上高目標 2兆円
（新規M&A 約5,000億円を含む）

② 内、車載売上高目標 7千億円～1兆円
③ 連結営業利益率目標 15％以上
④ ＲＯＥ（株主資本利益率） 18％以上

11

④ ＲＯＥ（株主資本利益率） 18％以上
（株主資本比率60%を前提目標）

⑤ グローバル５極経営管理体制の確立

2.5 15

売上高成長（自律成長+M&A)と収益率の改善を両立させる

売上高と営業利益率の目標

営業利益率15%以上

1

1.5

2

10

売上高
2兆円

売
上
高
（兆
円
）

営
業
利
益
率
（
％
）

新規M&A 
約5,000億円

オーガニック成長
（CAGR 約7%）

オーガニック成長＋M&A
（CAGR 約12%）

7,093

8,751
億円

1.03兆円

13.9％

11.3％

9.7％

13.7％

10.7％ 10.8％

1.15兆円

12

0

0.5

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY15 FY20

0

5売上高
5,716
億円

（目標）（予想）

6,823
億円

,
億円6,760

億円

2.5％

構造改革
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財務規律を維持・向上させながら 営業利益率15%/ROE18%を狙う

利益ある高成長と財務規律の両立

60%
15,000

（％）

60%

65%

（2014年度までの10年間平均ROE実績は12.3%）
（億円）

株主資本比率（右軸）

ROE（右軸）

営業利益率（右軸）

株主資本（左軸） FY15のネットキャッシュ化
が射程内に。

5,180

7,452

16.3%
15.0%

55.0%

44.4%

41.3%

46.2%
47.5%

49.1%

42.3%

18%以上
6,000

9,000

12,000

45%

50%

55%

60%

20%

営業利益率（右軸）

株主資本⽐率

ROE

三位⼀体のROE向上
・ 売上⾼純利益率
・ 総資産回転率
・ 財務レバレッジ

株主資本⽐率は、⽬標の
「50%超」を1年前倒しで達成

13

4,157

3,702

3,5533,403

2,971

9.2%

12.1% 12.1%

8.9%

13.9% 13.7%

10.7%
9.7%

10.8%

11.2%

2.0%

15%以上

2.5%

0

3,000

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14 FY20

0%

5%

10%

15%
ROE

営業利益率

構造改革
ﾘｰﾏﾝ
ｼｮｯｸ

（2014年10月1日付けで、㈱日本格付研究所（JCR）は当社の長期発行体格付を従前のA+からAA-へ1ノッチ引き上げております）

（目標）

精密小 家電

事業別の経営管理機能（事業軸）成長戦略の基盤強化
• グローバル自律成長

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ5極ﾏﾄﾘｯｸｽ経営管理体制の構築推進

利益あるグローバル高成長を支える仕組み作り

①日本

②中国

③ ジ

精密小型

モータ 車載
家電
商業
産業

その他

2012年 1月 中国管理統括会社始動

各国別管理を発展的に地域統括化

能
（
地

域
軸

・
機

能
軸

）②中国

③アジア
地域統括会社が担う役割

①経営品質の向上
（ガバナンス・コンプライアンス・内部統制）

グロ バル自律成長
• 海外M&AのPMI加速

14

③アジア
（検討途上）

④米州

⑤EMEA
※

※EMEA・・・Europe,  the Middle East and Africa （ﾖｰﾛｯﾊﾟ、中東及びｱﾌﾘｶ）

2014年10月 米州統括会社始動

2015年 3月 再編登記申請完了

地
域

コ
ー

ポ
レ

ー
ト
機

能④米州

⑤EMEA

②経営効率の向上

③PMI（買収後の統合）の
積極サポート

（高品質・低コストの域内シェアードサービス）
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（売上高：億円）

2020年度
売上高：2兆円（目標）

カテゴリー別のFY20売上高目標

1兆円
～

7,000億円

技術革新を追い風とした高成長分野に経営
資源を重点配置し、トップライン成長を再加速

重点２事業

（売上高：億円）

2015年度
売上高：1.15兆円（予想）

（売上高：億円）

2010年度
売上高：6,760億円

6,000
～

4,000
億円

3,484

4,000
億円

新規M&A
約5,000

億円

6,000
～

4,000
億円

15
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密
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型
モ
ー
タ
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載

家
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・
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用
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の
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家
電
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他
の
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プ

,
億円

692
億円

942
億円

1,642
億円

3,000
億円

2,800
億円

1,700
億円

3,000
～

2,000
億円

カテゴリー別の業績見通し
精密小型モータ精密小型モータ 車載車載

営業利益（右軸）

売上高（左軸）

4,000

3,625
3,980

6,000 1,200

3,000

1 970

4,000 1,200

（億円） （億円）（億円） （億円）

1兆円

1兆円

6 000 600 3 000 400

（億円）（億円）

家電・商業・産業用家電・商業・産業用 その他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟその他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟ

（億円） （億円）

6,000

～

4,000

3,314
3,197

3,625

631
567542

226
0

3,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

0

600 843 867
1,192

1,970

67

166

-20

33

-2,000

0

2,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

-600

0

600

（予想）

（予想）

（目標）

（目標）

1兆円
～

7,000億円

16

2,261

1,242

2,630 2,800

6,000

～

4,000

1,618

61 46

155
201

0

3,000

6,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

0

300

600

1,700

1,6741,411

1704

1,424

139

219

-6

149

-1,500

0

1,500

3,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 20年度

-200

0

200

400

（予想） （目標）

（予想） （目標）

3,000
～

2,000
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当社ＨＤＤモータの出荷台数目標見通し

138

147
141

160 HDD市場 当社ﾓｰﾀ

（百万台）

15年度も年間を通じて市場はほぼﾌﾗｯﾄな推移も、
当社ﾓｰﾀの市場占有率は漸増の見通し

138

126 123

133 135
129

80

120

17

99 100 104 99 93
106 108 103

0

40

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

14年度 15年度 （予想）（実績）
（各種資料より日本電産推定）

ＨＤＤ市場のトレンド①

（百万台）

PC用途が漸減する一方で、ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ用途が大幅に増加

600 PC用途 外付け用途 CE用途 ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ用途 ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ
（ﾆｱﾗｲﾝ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ）

553 564

123
124

115
124

123
121

121 121

73 100

91
85

81
75

70
65

36 37

44
48

55
70 80 91

18 15 10

32 32

31
28

22

300

400

500

（ﾆｱﾗｲﾝ・ﾄ ﾗｲﾌ ）

518 498
480

460 450
470

18（各種資料より日本電産推定）

289 271
237 213 199 186 174 163

121

0

100

200

'13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20
（CY）



10

ビックデータの時代、データ保存の主役はHDD

ＨＤＤ市場のトレンド②

◆ストレージの性能比較

保存先 特徴 （長所/短所） 使用用途 判定

HDD 大容量・高ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ ／極端なﾃﾞﾒﾘｯﾄ無し ｽﾄﾚｰｼﾞの主力 ○HDD 大容量 高ｺｽﾄﾊﾌｫ ﾏﾝｽ ／極端なﾃ ﾒﾘｯﾄ無し ｽﾄﾚ ｼ の主力 ○

SSD ｱｸｾｽｽﾋﾟｰﾄﾞが早い ／価格・容量・寿命に課題 高頻度ｱｸｾｽ分野 △

ﾃｰﾌﾟ 災害時でもﾃﾞｰﾀ保全 ／ﾈｯﾄﾜｰｸ接続に向かない ｵﾌﾗｲﾝのｺｰﾙﾄﾞｽﾄﾚｰｼﾞ △

（百万台）

100

80

60

＜ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ用HDDの出荷台数予想＞ 2倍超
91

55
70

80

19

60

40

20

0

14 15 16 17 18 19 20
（CY）

37

（各種資料より日本電産推定）

44
48

その他小型モータのトレンド①

「顧客丸ごと戦略」「アプリ丸ごと戦略」をより進化させる

顧客丸ごと戦略
（深く）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾒｼﾞｬｰ（顧客）が
抱える多種多様なﾓｰﾀ用途
の引き合いを丸ごと捉える

アプリ丸ごと戦略
（広く）

技術力で顧客課題を解決、
それを横展開することで業種を
丸ごと捉える

約US$3.5B
（当社推定）

家電ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・
ﾒｼﾞｬｰのﾓｰﾀ需要

具体例：
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
家電製造Ｘ社

具体例：
お掃除ロボット用途

深
く

広く

■ 「ｱﾌﾟﾘ丸ごと戦略」で、各業界の顧客情報が集積

20

ソリューション
提案型

■ ｱﾌﾘ丸 と戦略」で、各業界の顧客情報が集積

■ 各業界を俯瞰し、先回り提案が実行可能
進化

顧客目線で、先を読んだ顧客目線で、先を読んだ

“待ち伏せ戦略”“待ち伏せ戦略”

具体例：
標準IC仕様による
モジュール化提案

Driver
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その他小型モータのトレンド②

スリー新（新製品・新市場・新顧客）への挑戦

◆事例1：「振動モータ」市場 ◆事例2：新市場「ハプティック（触覚）・デバイス」

＜振動モータ市場の出荷台数予想＞ ＜ハプティック・デバイス市場の主な用途イメージ＞

（億台）

15

20

25

30

スマホ用

携帯電話用

ゲーム機用

スマホ用途 PC・タブレット用途

自動車 途 ブ 端末 途

タッチパネルに
振動モータ

デバイスの小型化
↓

薄型リニア
振動モータ

ス ホ用途は漸増

20

23
25

26
27

21

CY14 CY15 CY16 CY17 CY18

0

5

10

スマホ用

（各種資料より日本電産推定）

自動車用途 ウェアラブル端末用途

コクピット周りに
振動モータ

触角通知による
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

スマホ用途は漸増

例）腕時計

2,000 200

売上高（左軸） 営業利益（右軸）（売上高：億円）

車載及び家電・商業・産業用の四半期推移予想

（営業利益：億円）

構造改革以降続く増収増益トレンドを15年度も着実に堅持

549 519 496 522 540
587 616

742

841
800 830

982

1,267

1,149
1,0811,102

45
51 53

74

86 86

103
93

500

1,000

1,500

50

100

150

22

25 25
19

25 27
22

7

-30
-500

0

500

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

-50

0

50

12年度 13年度11年度 14年度
（予想）

15年度

＊35ページに記載の注記にご留意下さい。
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車載の新中期戦略目標

FY20売上高1兆円へ向けて、ｸﾞﾙｰﾌﾟ間ｼﾅｼﾞｰとM&Aを強化

新中期戦略目標戦略 1.
電動化とﾓｼﾞｭｰﾙ化で
成長加速

（売上高）
1兆円 1兆円

～
7,000億円

戦略 2.

成長加速

ﾌﾟﾛｾｽを刷新して
戦略的内製化に着手

‘One Nidec’のモジュール化戦略で差別化
促進、成長を再加速。

受注の大型化で、内製化促進への絶好の
機会が到来。収益性の抜本改善へ本腰。

8,000
億円

6,000
億円

4,000
億円

23

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

戦略 3. 大型M&Aを実現する

業界再編のうねりを捉えたｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｽ
の大型買収でｼﾅｼﾞｰを最大化。

億円

2,000
億円

（目標）（予想）

1,970

3,000

車載：事業環境の認識①

押し寄せる受注大型化の潮流に乗って、グローバル展開を再加速

自動車ﾒｰｶｰは 共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを複数車種へ展開自動車ﾒ ｶ は、共通ﾌﾗｯﾄﾌｫ ﾑを複数車種へ展開

完成車種Ａ 完成車種Ｂ 完成車種Ｃ 完成車種Ｄ 完成車種Ｅ

Tier1ﾒｰｶｰ（当社客先）
のﾒｶﾞ・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化と
電動化（技術革新）が

Tier1ﾒｰｶｰ（当社客先）
による「地産地消」体制が

量的背景を伴い進展

24

電動化（技術革新）が
同時に進行

量的背景を伴い進展

受注の
大型化

電動化、ﾓｼﾞｭｰﾙ化提案 部品内製化を加速
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車載：事業環境の認識②

ADAS市場は自動ﾌﾞﾚｰｷ機能の搭載増によって急拡大の動き

ADAS機能の搭載が予想される自動車生産台数予想

20

（百万台）

20

20百万台
（百万台）

前回の予想
（14年度2Q決算説明会時）

今回の予想

15.2百万台

20

10

（14年度2Q決算説明会時）

たった半年間で
急激に増加

15

10

15

25

0

5

CY16 CY17 CY18 CY19 CY20
0

5

CY16 CY17 CY18 CY19 CY20

（各種資料より日本電産推定）

①電動パワステ用パワーパック ②電動オイルポンプ パワーパック

車載モジュール化戦略による差別化を追求

‘One Nidec’のｼﾅｼﾞｰを結集し、売上成長と収益増大を加速

◆車載モジュール化戦略の事例

①電動 ワステ用 ワ ック ②電動オイルポンプ ワ ック

ＥＣＵ

日本電産 日本電産エレシス 日本電産 日本電産トーソク、
Nidec GPM

モータ

インバータ

モータ

日本電産エレシス

26

電動ﾊﾟﾜｽﾃ用ﾊﾟﾜｰﾊﾟｯｸ
ケース

ポンプ

電動ﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟﾜｰﾊﾟｯｸ

電動パワステ用は、機能安全を盛り込み絶対に故障しない超小型パワーパックを投入予定
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地産地消に対応する車載グローバル生産拠点

ﾒｶﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑによる大型受注を契機とし、戦略的内製化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを本格始動

日本電産ｴﾚｼｽ（宇都宮）

日本電産（浙江） 日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ（裾野）ﾄﾞｲﾂ日本電産

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ日本電産 日本電産（大連）

米国日本電産ｴﾚｼｽ

ｽﾍﾟｲﾝ日本電産

Nidec GPM （ﾄﾞｲﾂ） 日本電産東測（浙江）有限公司

日本電産ｴﾚｼｽ電子（中山）

日本電産自動車ﾓｰﾀ・ﾒｷｼｺ

日本電産ﾄｰｿｸ・ﾒｷｼｺ（新拠点）

Nidec GPM （蘇州）

※

※

樹脂整形 シャフト加工

プレス部品 一部生産設備

内製対応の事例

27

日本電産ﾄｰｿｸ・ﾍﾞﾄﾅﾑ（自動車部品）

日本電産ﾄｰｿｸ・ﾍﾞﾄﾅﾑ（ﾀﾞｲｶｽﾄ）

ﾀｲ日本電産ｴﾚｼｽ

Nidec GPM（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ）

ｲﾝﾄﾞ日本電産（新拠点）

※

※ｲﾝﾄﾞ日本電産・・・15年7月より稼働開始
※日本電産ﾄｰｿｸ・ﾒｷｼｺ・・・15年5月より稼働開始

ダイキャスト ハウジング加工

車載用グローバル市場シェアの高まり

9

10

12

電動化時代のグローバル・トップサプライヤーを目指す

57
61

64
67

70

60

80

電動ﾊﾟﾜｽﾃ用ﾓｰﾀ市場と
当社ﾓｰﾀ出荷予想

電動ﾃﾞｭｱﾙｸﾗｯﾁ用ﾓｰﾀ市場と
当社モータ出荷予想

（百万台） （百万台）

6

8 8

0

4

8

FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

57

0

20

40

60

FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

34351112

電動ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ市場と
当社ﾓｰﾀ出荷予想

電動ｳｫｰﾀﾎﾟﾝﾌﾟ市場と
当社モータ出荷予想

FY20
世界シェア
50%を狙う

FY20
世界シェア
70%を狙う

（百万台） （百万台）

市場

当社製品

28

21

25

28
31

34

0

7

14

21

28

35

FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

6

8

9

11
11

0

4

8

12

FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

FY20
世界シェア
30%を狙う

FY20
世界シェア
20%を狙う

（各種資料より日本電産推定）
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家電・商業・産業の新中期戦略目標

ﾓｰﾀ単品からｿﾘｭｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰへと進化し付加価値を追求

新中期戦略目標戦略 1. ５つのﾄﾞﾒｲﾝ体系

（売上高）6,000
億円 6,000億円

～
4,000億円

2,630
2,800

戦略 2. 着実なｵｰｶﾞﾆｯｸ成長

主に2010年度以降に買収した海外企業群
に横串を通し、ﾍﾞｽﾄ・ﾌﾟﾗｸﾃｨｽを共有。

ﾌﾞﾗｼﾚｽDC化・ｲﾝﾊﾞｰﾀ化等新技術への
転換を追い風に、売上・収益性を最大化。

3,000
億円

4,500
億円

,

29

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20

戦略 3. ソリューションを提案

単品から、システム・ソリューション・サービス
の提供へと、事業の質的転換を図る

1,500
億円

（目標）（予想）

家電・商業・産業用の５つのドメイン

市場・顧客志向の組織体系でグローバルに連携

日本電産

日本電産ASI

日本電産ｷﾈﾃｯｸ

日本電産
ｱﾌﾞﾄﾛﾝ

戦略立案・CFO機能・
人的資源管理・技術開発・知的財産・購買

等でのベストプラクティスを共有

FY08 FY09 FY10 FY11 FY12 FY13 FY14

日本電産
ﾃｸﾉﾓｰﾀ

日本電産
ｿｰﾚﾓｰﾀ

日本電産
ﾓｰﾀ

30

商業・住宅
ソリューション

グローバル・
アプライアンス

産業ソリューション
エレベータ・ドライブ

ソリューション
日本電産ﾃｸﾉﾓｰﾀ

ｴｱｺﾝ用ﾓｰﾀ、高効率産
業用ﾓｰﾀ

洗濯機・乾燥機ﾄﾞﾗﾑ駆
動用ﾓｰﾀ、食器洗浄機
用ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀ､ｷｯﾁﾝ換気
用ﾓｰﾀ

住宅・商業施設空調装置
用ﾓｰﾀ､ﾌﾟｰﾙ･ｽﾊﾟ用ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ､調理機器等向け各種
ｷﾞﾔﾓｰﾀ

ｴﾚﾍﾞｰﾀ･ﾊﾟｯｹｰｼﾞと関
連製品､電動自走機器
用ﾄﾞﾗｲﾌﾞ（駆動）ｼｽﾃﾑ

各種産業設備・機器用
ﾓｰﾀ､ﾄﾞﾗｲﾌﾞ（ｲﾝﾊﾞｰﾀ）
等ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ製
品、ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ
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家電・商業・産業用、ビジネスの変化

ﾓｰﾀ単品からｿﾘｭｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰへと進化、付加価値を追求

モータ・
発電機

ドライブ・
制御装置

ギヤ・
ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽ

サービス・
流通

オート
メーション

再生エネルギー＆蓄電システム

エレベータ・パッケージ

低速電動車両

中国：新エネルギー車両

AGV

産業
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

ｴﾚﾍﾞｰﾀ・
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ
ｼｽﾃﾑ

商業・住宅
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

東南アジア
西南アジア

中国

欧州
中近東

地
域
の
拡
大

市
場
・
顧
客
の

31

単独の
製品提供 モジュール化 ｿﾘｭｰｼｮﾝ提供 IoT

AGV

アフターマーケット

制御一体モータ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

日本電産
ﾃｸﾉﾓｰﾀ

北南米

日本

大の
拡
大

長期ビジョン：FY30売上高10兆円を目指す

これまで42年間、ほらを夢に、夢を現実に変え、着実に成長して来た

2025年度（目標）

2030年度（目標）
売上高10兆円

1973 1988 2001 2003

2020年度（目標）
売上高2兆円

営業利益率15%

売上高5兆円

1兆円
突破

4名で創業

株式初上場
ﾆｭｰﾖｰｸ証券
取引所上場

創業30周年
本社新社屋

1979 1984 1995 1998 2012

32

突破

1973 1980 1990 2000 2010 2014 2020 2025 2030

営業利益

売上高

第１次高度成長

（年度）

第２次高度成長

8ｲﾝﾁ製
HDD用ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ
ﾓｰﾀ生産開始

軸流ﾌｧﾝ事業
を本格化
（米国ﾄﾘﾝ社の
軸流ﾌｧﾝ部門
を買収）

車載用
ﾓｰﾀの
開発に
着手

家電・商業用
ﾓｰﾀ事業を
本格化

太陽光発電・
風力発電事業
へ参入
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FY30に向けた体制作り

「基礎研究開発力・生産技術力・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材」を自前で育む
仕組みを構築する

中央モーター基礎技術研究所
（2012年6月開設）

経営幹部候補を対象に、
「永守流経営学」を伝授する

企業内大学

完成予想図
完成予想図

Industry4.0時代に向け、素材から
工法、又ﾛﾎﾞｯﾄや自動加工設備の
研究・開発までを担い最適工法を
先行して具現化しグループへ展開

33

グローバル経営大学校 生産技術研究所
（2016年度、開設予定） （2016年度以降、開設予定）

33

完成予想図

10兆円を視野に、新規大型事業を創生する

Nidecグループ製品のIoT化で付加価値戦略を展開

Machine to Machine で
IoT ソリューション

Smart
Factory
Smart

Factory
Smart
Press
Smart
Press

Smart
AGV

Smart
AGV

Smart
Energy
Smart
Energy

アプリ/ソリューション

プラットフォーム

ネットワーク

管理クラウド
サーバー

Internet or Intranet

デバイス

Factory
Access Point

ビッグデータ
分析エンジン

IoT見える化
ツール

Smart Hub

34

デバイスに精通する強みを
活かし、システム構築

センシング＆コミュニケーション
端末により、クラウドサーバへの

繋ぎこみ

物流生産ライン
太陽光発電
/灌漑ポンプ用

パワーコンデショナーセンサ 計測機器 製造設備AGV

各種産業
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お問い合わせ先
日本電産株式会社 広報宣伝・ＩＲ部

ＩＲグループ
Tel： 075-935-6140
E-mail： ir@nidec.com

Nidec ロゴは、日本電産㈱の日本国、米国およびその他の国における登録商標または商標です。

All for dreams ロゴは、日本電産㈱の日本国における登録商標または米国およびその他の国の商標です。 35

※注記：

米国会計基準に基づき、FASB Accounting Standards Codification (ASC) 805「企業結合(Business 
Combinations)」の規定を適用しております。前第４四半期連結会計期間の日本電産サンキョーシーエムアイ
株式会社及び日本電産エレシス株式会社の買収により取得した資産、引き継いだ負債に関する公正価値
評価が当期第３四半期に完了致しました。これにより前第４四半期及び当期第２四半期までの連結財務諸
表を遡及修正しております。

補足資料

業績推移業績推移・
製品グループ別

状況

36
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0.6%
(0.9%)

物流・サービス他、
オルゴール関連商品

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他その他
(   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータカメラシャッタ、スイッチ、

製品グループ別売上構成

14年度

38.7%
(41.4%)

19.8%
(21.2%)

18.9%
（20.2%)

9.6%
(9.9%)

6.3%
(8.3%)

その他小型モータ
光ディスク装置用モータ、
ＯＡ機器用モータ、
ポリゴンレーザスキャナ用
モータ、

産業用ロボット、

ＨＤＤモータ

機器装置機器装置機器装置機器装置

精密小型モ タ精密小型モ タ精密小型モ タ精密小型モ タカメラシャッタ、スイッチ、
トリマポテンショメータ、
部品加工、樹脂成型品

基板検査装置、高速プレス
機器、チップ実装機、計測
機器、変減速機、ＦＡ機器、
カ ドリ ダ

家電・
商業・
産業用

1兆
284億円

37

44.7%
(39.5%)

ＭＰＵ冷却用ファン、
ゲーム機用ファン、
ＰＣ・通信機器用ファン、
家電用ファン、
自動車用ファン、

携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ、
モータ駆動ユニット

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

カードリーダー

車載

19.1%
(13.6%)

25.6%
(25.8%)

2,643
2,746

売上高（左軸） 営業利益（右軸） 営業利益率

売上高・営業利益の推移

（億円） （億円）

3,000 500

2,113
2,184

2,284

2,493

,

2,171

2,402

 

11.1%

10.1%10.4%
9.8%

8.5%

10.4%
10.8%

10.9%

180

213
225 230

250
269

288
305

38

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q
00

＊35ページに記載の注記にご留意下さい。
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298

350

（億円） 税引前利益 当期利益

税引前利益・当期利益の推移

133

211

138

241

160

219

132

245

176

271

191

213

261

182
174

39

0

FY13/1Q FY14/1Q2Q 3Q 4Q 2Q 3Q 4Q

＊35ページに記載の注記にご留意下さい。

167

1,200 200

（売上高：億円） （営業利益：億円）

精密小型モータ

926 928
893

899

1,004 1,048 1,029

157
151

157

120

143 146
156

167

600 100

878
926 928 899

40

0

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q

0

HDDモータ売上高（左軸） その他小型モータ売上高（左軸）

営業利益（右軸）
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1,500 150

（売上高：億円） （営業利益：億円）

車載及び家電・商業・産業用

1 149
1,267

93
103

86

45

86

74

5351500

1,000

50

100
800

841 830

982

1,102 1,081
1,149

41

0

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q
0

家電・商業・産業用売上高（左軸） 車載 売上高（左軸）

営業利益（右軸）

＊35ページに記載の注記にご留意下さい。

300 60

（売上高：億円） （営業利益：億円）

機器装置

238 235

261
277

38

49
47

29
28

31 2833

100

200

20

40
199

238

197

235
223 227

42

0

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q
0

売上高（左軸） 営業利益（右軸）
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200 20

（売上高：億円） （営業利益：億円）

電子・光学部品

175
199 198

156 162 163 167
158

14
17 1311 138

-3

-8
-100

0

100

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q

-10

0

10

156 162 163 167
158

43

8

-200 -20

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

30 6

（売上高：億円） （営業利益：億円）

その他

3

2

1

0

2

2

0

2
10

20

30

2

4

6

20 20
18 18

16 17 18 15

44

0

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q FY14/1Q 2Q 3Q 4Q
0

売上高　（左軸） 営業利益（右軸）


